２０１１年２月議会　個人質問本文原稿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本共産党　我如古一郎

日本共産党の我如古一郎です。発言通告に従い個人質問を行います。
はじめに、（仮称）識名公園計画について質問します。

（1） ワークショップでの意見交換の状況を問うものです。大きな広場でなくても可能なパークゴルフ場を求める声もあるが、検討の中にはいっているか。伺います。

（2） 公園や市民体育館へのアクセス道路を整備する必要があると思います。市民体育館前の信号がイベントや大会などがあると大渋滞するなど、環状2号線の往来にも支障をきたしています。利用しやすい施設・公園にするためにも総合的な交通誘導策が必要ではないか。見解を問います。

（3） 識名東線の市民体育館横の地点は、かなり狭くなっているが、拡張すべきではないでしょうか。見解を求めます。

次に、聴覚障害者バリアフリーについて質問します。

（1） 聴覚障害者や難聴の方でも、集会所や公民館などで音楽や演劇、講演などに親しめるよう、補聴システムを導入すべきではないか。伺います。

（2） 新しい市役所庁舎の本会議場の傍聴席にこのシステムを導入すべきではないか。見解を求めます。

次に、道路・交通行政について

　　　　県道２２２号線バイパスの開通に伴ういくつかの弊害の改善について質問します。

　　（１）新真地交差点から識名に向かう側道から、２２２号線バス路線の本道に合流する地点が、夜は真っ暗であり交通安全の観点から街灯の設置が望まれています。対応を問うものです。

　　（２）逆側の側道から、バイパスに合流する地点が、朝夕は左折の車で渋滞し、側道からの合流が困難になっています。新真地交差点の信号に左折矢印信号をつけるなど、渋滞緩和を求める声があります。また、バイパス開通に伴い真和志高校前バス停が移動になり、新真地交差点に新バス停が設置されたが、付近に雨風をしのぐ場が全くないため、屋根付きのバス停が必要と思います。対応と見解を問うものです。

次に、まちなか居住促進政策について質問します。

泉崎・牧志・久茂地・前島・壺屋など那覇市の中心地で、少子高齢化の人口減少が顕著で、街の賑わいが失われつつあります。　今、「買い物難民」と「高齢者の孤独死」が問題になっています。少子高齢化と地域コミュニティの弱体化、核家族化と独居高齢者の増加、貧困の拡大、人口減少による身近な商店の閉店やスーパーの撤退など、高齢者にとって生活しづらい地域は、子育てにも影響しています。

そのような中で久茂地小学校の統廃合が提起され、地域住民の反発も起きています。中心市街地の人口はどのようになっているか。また本市は中心市街地の空洞化にどのような対策を行っているのか。見解を求めます。

